
１．地域の課題

平成26年（2014年）、地域の津田小学校廃校が決定。そ
の後も津田郵便局や路線バスが廃止になるなど、地域の
高齢化と相まって、地域活動は停滞気味だった。

２．「地域おこし隊吉縁起村」の立ち上げ

「地域を何とかしよう」と考える有志15名（元教員、民生委
員、畳屋、大工等）が集会所に集まり、どのように地域おこ
しをしていくべきか検討。検討内容を実現するため、令和
元年（2019年）、「地域おこし隊吉縁起村」を立ち上げた。

３．手探りによる活動

地域おこし隊吉縁起村の活動は、看板づくりからのスター
トだったが、活動資金が無かったことから、活動のたびに、
有志でお金を拠出し合っていた。また、活動状況の分かる
コミュニティ新聞を自分達で作成し、手分けして全戸配布
するなど、手探りでの取り組みが多かった。

４．関係機関との連携

活動を継続していくにつれ、協議会の存在が徐々に地域へ
浸透。取組内容や「やりたいこと」が認知されるようになり、
行政や地元関係者、農業者とも連携が生まれた。

５．関連施策の活用

活動の幅が広がる過程で、行政から、国や市による関連施
策の提案を受けるようになり、「農村RMOモデル事業」や
「地域管理構想モデル事業」の活用に繋がった。

６．今後の課題

・国交省事業と連携した粗放管理等に関する検討
・鳥獣害対策（特にサル）の強化に向けた検討
・持続可能な無人ストアの仕組みを検討
・デマンド交通による貨客混載（農作物等）の検討

農村RMO 関係府省施策の活用 (吉縁起村協議会 （岡山県真庭市） ）

― 課題解決に向けた関係府省等の施策の活用 ―― 地区の背景 ―

【取組内容】（買物支援）

・アンケートによる要望把握と
フィードバック
・キャッシュレス無人ストアの実証

市町村管理構想・地域管理構想策定推進対策事業（国土交通省）

【取組内容】
地域管理構想の策定に向けて、地籍図データ、
農地台帳、中山間台帳、森林簿などをもとにＧＩＳ
マップを作成。ワークショップを開催し、住民の
意見をＧＩＳデータに反映。有限な人材の中で生産性
を向上させるため土地の管理優先順位を決定し、
粗放管理など柔軟な対応を検討する。

【農村RMOとの連携】
・GISデータを活用した土地の管理順位を決定、
粗放管理を含めた最適な土地利活用を検討
・ワークショップによる住民意見の把握とフィードバック

地域おこし協力隊、集落支援員（総務省）

【取組内容】
地域おこし活動や、集落への目配り

【農村RMOとの連携】
・農作物販売やイベント活動、情報発信
・防災に関する検討 等

「地域人材の不足」に関する課題

【取組内容】（交通支援）

・貨客混載（農作物）による農作物等の
集荷体制の検討

農村RMOモデル形成支援事業（農水省）

【取組内容】（農用地保全、地域資源活用）

・ラジコン草刈機の活用に向けた実証
・猟友会と連携した、鳥獣害対策
・地元農作物を用いた弁当等の販売
・最適な土地利用の検討

「農用地保全」「地域資源活用」「買物支援」「交通支援」に関する課題

「最適な土地利用」に対する課題

地区の風景

有志で作成した看板 活動拠点「立寄処（たちよりどころ）」

令和４年12月３日（2022年）
吉縁起村協議会設立

農村型地域運営組織（以後、「農村RMO」という）の形成を
図るため、地域農業者と多様な地域の関係者が協力しなが
ら、農用地等の保全、地域資源の活用、生活支援に係る将来
ビジョンに基づき各事業を
実施し、もって農村RMOの
発展に資することを目指す
（規約より）

吉縁起村協議会

協議（構成団体） 実行

・地域おこし隊吉縁起村

・地区猟友会

・津田コミュニティ交通

・中山間直払集落協定

・地域おこし隊吉縁起村
・地域おこし協力隊
・集落支援員
・津田コミュニティ交通
・猟友会落合分会津田班
・真庭市落合振興局

特産品開発（耕作放棄地の活用や管理） 鳥獣害対策検討会

関連施策は、農村RMO事務局の
「地域おこし吉縁起村」が、主体と
なって真庭市と相談しながら選
択・活用している。

R４農村RMOモデル事業に申請・採択

（体制図）




